
リアルタイムPCR解析用cDNA合成キット

QuantAccuracy , RT-RamDA®
cDNA Synthesis Kit

シングル
セル

低コピー
RNA*

FFPE

RT-RamDA 法を使用した新規のcDNA増幅方法により

微量RNA・FFPE標本由来のRNAから

cDNA合成が可能

*1~500細胞または10pg～10ng total RNAに対応

HeLa細胞由来の精製RNA 10pgを用いて、増幅能のない逆転写試薬
および本製品でcDNAを合成し、リアルタイムPCRにて           を増幅した例

Ct値が5程度早まる！

微量サンプルからのRNA発現解析に！

サンプル請求は
こちら

QuantAccuracy     , 
RT-RamDA®

cDNA Synthesis Kit

品名 包装

96回用 RMQ-101

Code No.

￥78,000

価格

価格表

QuantAccuracy®, RT-RamDA®
     cDNA Synthesis Kit 24 回用 RMQ-101T ￥28,000

FFPE標本由来のRNAからの増幅

＜方法＞

＜結果＞

図1. 各試薬における100pgのCt値と1ngのCt値 

表1. FFPE標本由来精製RNAからの各遺伝子の検出率
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RT-RamDA®は、理化学研究所 生命機能科学研究センター バイオインフォマティクス研究開発チームが開発した「Reverse 
Transcription with Random Displacement Amplification」の略です。逆転写酵素の鎖置換活性を利用した新規cDNA
増幅方法であり、poly(A) RNAだけでなく、non-poly(A) RNA由来のcDNAも合成できます。cDNAが合成と同時に増幅
されるため、従来法で実施している増幅用アダプター付加やPCRが必要なく、増幅によるバイアスを抑えることが可能です。

cDNAの増幅が可能なRT-RamDA®法とは？

QuantAccuracy®, RT-RamDA®cDNA Synthesis Kitでは、
増幅能のない一般的な逆転写試薬と比較し
20倍以上のcDNAを得ることが可能！

　●シングルセルや微量RNAからのcDNA合成が可能

　●増幅によるバイアスが小さく、検出が難しい遺伝子も解析可能

　●貴重なRNAサンプルも、インプット量を減らして解析が可能

HeLa細胞由来の精製RNA 1ngを用いて、増幅能のない逆転写試薬および本製品でcDNAを合成し、2種の核内RNA遺伝子  
(                            )および8種のハウスキーピング遺伝子(                       
の検出をリアルタイムPCRにて行い、Ct値を算出しました。その結果、本製品と増幅能のない逆転写試薬において、Ct値の
相関が認められ、いずれの遺伝子においてもΔCt>5となり、本製品では、25≒32倍以上の増幅率を確認することができま
した。

本製品と増幅能のない逆転写試薬との比較 本製品と増幅能のない逆転写試薬との相関性確認

本
製
品
の
Ct
値

増幅能のない逆転写試薬のCt値

IL8（　　　）遺伝子のシングルセル解析実施例１
＜方法＞

＜結果＞

検出遺伝子数の比較実施例３
操作フロー

細胞サンプル用（1~500細胞が対象）、微量RNA用
（10pg～10ng total RNAが対象）の2種類のプロ
トコールをご用意しております。

-20℃で保存可能
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*Hayashi .T et al. Single-cell full-length total RNA sequencing uncovers dynamics of recursive splicing and enhancer RNAs. Nature Communications. 9：619（2018)

HeLa S3細胞において、処理なし（Control）または100nM Phorbol 12-myristate 
13-acetate (PMA) で24時間処理（100nM PMA）を行った後、セルソーターを用
いて1細胞ずつ分取し、PMA処理による炎症性サイトカイン遺伝子IL-8 (             ) 
のシングルセル発現解析実験を行いました。分取した1細胞（n=48）から本製品
によってcDNAを合成し、THUNDERBIRD® SYBRTM qPCR Mix [Code No. QPS-201]
を用いて、IL-8（             ）遺伝子の定量を行いました。

PMA処理によってCt値が3程度小さくなっており、IL-8の発現量が有意に増大し
ていることが分かりました。（p値はStudentのt検定より算出しました）。このよう
に本製品を用いることで、シングルセルレベルでも遺伝子の発現解析が可能で
した。

＜方法＞

＜結果＞

iPS細胞由来RNAから、本製品と増幅能のないC社逆転写試薬で
cDNAを合成した後、TaqMan® Array Mouse Stem Cell Pluripo-
tencyに添加し、THUNDERBIRD® Probe qPCR Mix [Code No. 
QPS-101] で96種の遺伝子を検出しました。

インプット量1ngの本製品の結果は、増幅能のない試薬より多く
の遺伝子を検出でき、また、増幅能のない試薬でインプット量を
100倍に増やして逆転写を行い解析した場合と、ほぼ同数の
遺伝子を検出できました。
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微量RNAからのcDNA合成実施例２
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＜方法＞

＜結果＞

慢性白血病の原因とされる遺伝子について、1ng、5ng、10ngのHeLa細胞由来RNA（　　　　(-))中にK562細胞由来RNA（             　(+))
を10pgスパイクし、本製品と増幅能のないＡ社、Ｂ社逆転写試薬でcDNA合成を行い、THUNDERBIRD® SYBRTM qPCR Mix [Code No. QPS-201]
を用いて、　　　　遺伝子をリアルタイムPCRで
検出しました(n=4で実施）。

HeLa細胞由来のRNAの混入量が増えるにつれて、増幅
能のない逆転写試薬では目的とする微量RNAからの
cDNA合成効率が下がり、検出漏れが発生しましたが、
本製品では、効率よくcDNA合成を行うことができ、すべて
検出可能でした。
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QPS-101] で96種の遺伝子を検出しました。
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を用いて、　　　　遺伝子をリアルタイムPCRで
検出しました(n=4で実施）。
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